
　関係法令に従い構外搬出適切処理とし、産業廃棄物の処理状況が把握できる一覧表を

(1.1.4.2)<1.1.4.2>

機材の品質等

品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの（ただし、評価の有効期限内

のものに限る）を使用する。この場合、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編1.4.

に替える。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

設備機材

以下(設備機材)に掲げる設備機材は、(一社)公共建築協会発行「建築材料・設備機材等

2(2)の品質及び性能を有することの証明となる資料（製作図、試験成績書等は除く）に

　　　LED照明器具（一般屋内用に限る。）、照明制御装置

○再生資源利用〔促進〕計画(実施)書を提出する。
　(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)

　○コンクリート塊　○アスファルトコンクリート塊　○コンクリート二次製品

○引き渡しを要するもの　（　　　　　　　　　）
○現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　） (1.1.3.9)<1.1.9.1>

発生材の処理等

　作成し、監督職員に提出する。なお、県内の最終処分場に搬入することとなる場合は、
　奈良県産業廃棄物税条例相当額を支払うこと。

○産業廃棄物の処理

機器の消費電力、燃料消費量は、原則として表示された数値以下とする。

条第2項に規定する建築物エネルギー消費性能確保計画の通知を行っている。

本工事は、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律(平成27年法律第53条)第13

対象機器

建築物省エネ法

県産材木材（奈良県内において伐採・生産された原木を製材加工した製品）の利用に県産材木材の利用

機材の分解・整備等による特別な清掃　　※行わない　　○行う（図面番号　　　　　）

なお照明器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃を行うこと。

取外した上再使用する電灯・動力設備機器は清掃し、絶縁抵抗測定のうえ取付ける。

再使用機材

○

○

３．電気工作物の種類　●印を適用とする。

　　ついて、それぞれ標準仕様書、改修標準仕様書、建築改修標準仕様書及び解体工事共通仕様書の

編・章・節・項を示す。

２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合は、その仕様は当該図面による。

１）本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の仕様書等による。

　〇契約電力500kW以上の自家用電気工作物

備　考耐震安全性の分類消防法令別表第一建物名 構造 階数 延面積（m2）

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．建物概要
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●印をつけたものを適用し、各一式とする。
工事項目／棟別及び屋外 屋内 屋外

３．工事種目

電気設備工事特記仕様書　

電　灯　設　備

動　力　設　備

電　熱　設　備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

発　電　設　備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

防犯・入退室管理設備

駐車場管制設備

火災報知設備

中央監視制御設備

医療関係設備

構内配電線路

構内通信線路

撤去工事

環境配慮改修工事

建築工事

機械設備工事

　　

特　　　記　　　事　　　項章 項　　目
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拡声設備

テレビ電波障害防除設備

Ⅱ．電気設備工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様
１）項目及び特記事項は、※印または●印を適用とし、●印を優先とする。

２）特記事項に記載の（　）内表示番号、<  >内表示番号、【　】内表示番号及び［　］内表示番号に

　○契約電力500kW未満の自家用電気工作物

　〇電気事業用電気工作物

○ ○ ○ ○
○○○○○

○ ○ ○ ○ ○
○○○○○

○ ○ ○ ○ ○

○○○○○
○ ○ ○ ○ ○

○○○○○

○ ○ ○ ○ ○
○○○○○

○ ○ ○ ○ ○

○○○○○
○ ○ ○ ○

○○○○○
○ ○ ○ ○ ○

○○○○○

○ ○ ○ ○ ○
○○○○○

○ ○ ○ ○ ○

○○○○○
○ ○ ○ ○ ○

○○○○○
○ ○ ○ ○ ○

○○○○
○ ○ ○ ○ ○

○○○○○

○○○○○

適用基準等 県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携　奈良県県土マネジメント部

【1.1.3.4】

(1.1.3.2)<1.1.3.2>

(1.1.2.2)<1.1.2.2>

　　・建築物解体工事共通仕様書・同解説（令和４年版)(以下「解体共通仕様書｣という。)

施工計画書

（２）品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の確認内容及びその確認を行

　　　う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）を、工事の施工に先立ち作成

　　　し、監督職員に提出する。

（３）（１）,（２）の施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督員

　　　の承諾を受ける。また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は、監督

　　職員の承諾を受ける。

電気保安技術者 標準仕様書又は改修標準仕様書に規定する電気保安技術者をおくものとする。

電気保安技術者は、(事業用電気工作物に係る工事の場合、電気事業法に基づく電気主任

技術者の業務を補佐すると共に)、監督職員の指示に従い、当該現場における電気工作物

の保安業務を行うものとする。

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め監督職員に報告する。

保安責任者は適切な保安業務を行うものとする。

工事用電力設備

の保安責任者

電気工事士

施工条件

施工中の安全確保

契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行う。

現場説明時の現場説明事項による。

工事現場周辺の状況を調査判断し、本工事施工によって生じる騒音、振動、大気汚染、

水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。工事に関して、第三者か

ら説明の要求又は苦情があった場合は、受注者の責任において直ちに誠意をもって対応

建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集　　奈良県県土マネジメント部

(1.1.3.3)<1.1.3.3>

努めること。

ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。 

え、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。

機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を作成のう

試験

機材の検査に伴う

　対象設備　　　　 ○照明設備　　　　 ○太陽光発電設備

(1.1.4.5)<1.1.4.6>

○

(1.1.5.3)<1.1.6.4>

(1.1.7.1)<1.1.11.1>

○

○

○完成写真として、全紙パネルを　　部提出する。

写真

工事写真・完成

　既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し､全体完成図として提出する。

○既存完成図の修正（多年度継続工事の場合）

　工事写真､その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示する部数を提出する。

　保証書､施工図(制御システム図･機器配管固定の施工図等)､施工計画書､各種承諾図、

　　書類､主要機器一覧表､総合調整測定表、連絡先、保証書、資格一覧表）を提出する。

　　建築物等の利用に関する説明書､機器取扱い説明書､機器性能試験成績書､官公署届出

　（２）原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする。

　　　　その場合は施工図を完成図に添付するものとする。

　（１）設計図に基づき全ての図面を完成図として作成する。

次の図書を提出する（機器製作図含む）。完成時の提出図書

行う。

県土マネジメント部の監督及び検査の実施に関する取り扱い要領により中間技術検査を

実施

中間技術検査の

　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受けた材料

　　①建築基準法第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

第三種

　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受けた材料

　　ヒド発散建築材料以外の材料

　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

規制対象外

次のとおりとする。

使用したものとする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は

デヒド、アセトアルデヒド、及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を

(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

(3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を

　使用する。

(2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

材料を使用する。

極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた

断熱材、塗装、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤　、保温材、緩衝材、

(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティの使用制限

させる建築材料等 と共に、次の(1)から(4)を満たすものとする。

本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する化学物質を放散

測定方法は監督職員の指示による。

　測定対象室及び測定箇所数

　測定対象化学物質　　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ

実施する（※施工完了後　　○着工前・施工完了後） 

測定

化学物質の濃度

図示による。（図面番号　　　　　　　　）

監督職員の指示による。

標識その他

色彩による表示、

監督職員指示箇所カラーキャビネ版○

カラーサービス版○
分類・規格

○ ○
撮影枚数

○
部数 原板の大きさ(mm)

(1.1.6.2)<1.1.10.2>

(1.1.2.4)<1.1.2.4>

（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

(1.1.5.7)<1.1.6.8>

室　　名

箇 所 数

<1.1.4.2><1.1.8.5>

(1.1.4.2)(1.1.7.4)

見本施工の実施

○

○

　（３）完成図ＣＡＤデータを提出する。参考ＣＡＤデータの貸与　○あり　○なし

０
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通知の詳細は監督員に確認すること。

工事実績情報の登録 ○行わない

設計図書の

優先順位

（１）質問回答書（以下（２）から（５）に対するもの）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

（５）標準仕様書・改修標準仕様書

以上（１）から（５）の順番のとおりとする。

ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

官公署その他へ

の届出手続等

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行うこと。

この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集（奈良県県土マネジメント

部）」の書式に従い、日程管理を行う。 

※行う（適用する）

情報通信の技術の利用

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

(1.1.1.1)<1.1.1.1>

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

６ ９

取外し後再使用する機材は図示による。（図面番号　　　）（１）工事の着手に先立ち、工事全般に関する総合的な計画をまとめた施工計画書

　　　（総合施工計画書）を作成し、監督職員に提出する。

する。ただし、緊急を要しない場合は、あらかじめその概要を監督員に報告の上対応

(1.1.3.5)<1.1.3.5>

(1.1.3.8)<1.1.3.9>

(1.1.3.7)<1.1.3.8>

(1.1.3.6)<1.1.3.7>

交通安全管理 工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車両の出入

りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等の安全に留意する

こと。また､工事着手前に警察､その他関係機関､地元自治会、監督職員などと十分打ち

合わせのうえ､安全管理を行う。

災害等発生時の

安全確保

施工中の

環境保全等

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災害の防止

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大気汚染、

水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、その他の化学製品

図面照査

施工調査

に努め、その経緯を監督職員に報告する。

の取扱いに当たっては、当該製品の製造者が作成したJIS Z 7253による安全データシート

を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の確保及び環境保全に努め

る。建設事業及び建設業のイメージアップのために、作業環境の改善、作業現場の美化

等に努める。

設計図書の照査及び現場調査を行い、報告すること。

　　調査項目：改修対象建物及び同建物内設備配管・配線等・屋外埋設配管等埋設物

　　　施工調査の内容は次による。

　　調査範囲：本工事と取り合いのある範囲及び本工事の施工により影響が及ぶ範囲

　　調査方法：スケール・レベル・目視による他、監督職員との協議による

標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。　　　　　　　　　<1.1.9.1>

施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設配管

地中埋設物等○

　　○電気事業者　○通信事業者　○（　　　　　　　　） <1.1.5.1><1.1.5.3>

（３）次の関係者と当該工事に必要な事前打合せを行う。

　　　が行うこと。
（２）工事範囲内の石綿含有建材の事前調査については有資格者（石綿含有調査者等）

※適用する

疑義に対する 設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり取り合い等の関係で設

協議等 計図書によることが困難若しくは不都合な場合が生じた時は、監督職員と協議する。

(1.1.1.8)<1.1.1.8>

実施工程表 工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

実施工程表を変更する必要が生じた場合は、施工に支障が無いよう実施工程表を直ちに

変更し、当該部分の施工に先立ち、監督職員の承諾を受ける。

他工事との取合い 別記工事区分表による。○ (1.1.1.7)<1.1.1.7>

○遠隔臨場の実施 ※適用する（実施内容については監督職員との協議による） (1.1.1.14)<1.1.1.14>

(1.1.1.5)<1.1.1.5>

(1.1.2.1)<1.1.2.1>

（１）工事の着手に先立ち、施工調査を行い、報告すること。

管の経路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

・配線を含む）について事前調査を行い報告すること。既設構造物の位置及び既設埋設配

　　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和７年版)(以下「標準仕様書｣という。)

　　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和７年版)(以下「改修標準仕様書｣という。)

　　・公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和７年版)(以下「建築改修標準仕様書｣という。)

　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和７年版)(以下「標準図｣という。)

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事　

奈良県吉野郡東吉野村小　地内

公衆トイレ 木造 1階 建築図による 建築図による 建築図による

●

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事
NON(A2)

2026.03.16

一級建築士 No.166262

阪　口　龍　平

電気設備特記仕様書１ E-01

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●完成図

●保全に関する資料等（ ※１部　○「　　」部 ）

●その他の引き渡し書類

● ●工事写真　「工事写真の撮影要領(建築工事・設備工事)(奈良県県土マネジメント部)」による。

●完成写真　※工事写真に準じて作成する。　○下表による。

　●一般用電気工作物

　　●施設管理者　○当該施設の電気主任技術者　○関係官公署（建築主事、消防署等）

●再資源化を図るもの

　○建設発生木材　●蛍光ランプ　○ＨＩＤランプ　○小型二次電池　○（　　　）

　　　盤類(分電盤（OA盤及び実験盤を含む）

○

　　　　　　製本サイズ（○Ａ１　○Ａ２　●Ａ３）　提出部数（２）部

令和７年版　　Ｖｅｒ．1.1



(2.2.18.2)(2.2.13.2)(2.2.13.9)<2.2.19.2><2.2.14.4><2.2.14.9>

「トップランナー変圧器2026」適用品を使用すること。

○低圧側設置

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付電
熱
設
備

工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付
適用JIS ○JIS A 4201-2003

○JIS A 4201-1997
雷保護 ○外部雷保護

○内部雷保護

雷保護レベル ○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ
接地 ○A型接地極（板状接地極、垂直接地極及び放射状接地極）

○B型接地極（環状接地極及び網状接地極）

○構造体利用接地極（大地抵抗率測定用接地補助極を構造体下部に設ける。）

○
○

○

○
○

○雷保護設備において内部雷保護の等電位ボンディングを行う場合のC 種又はD種接地

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

監視方法 ○警報盤による代表監視　○中央監視制御装置による監視○

○分電盤・制御盤
　・手元開閉器箱 ＳＰＤ　○設置する　○設置しない

単位ユニットの電流計はコンデンサよりも負荷側に接続する。

自動連動回路は、試験運転にした場合連動ないものとする。
インターロック 火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空調機を

停止させる。

○

○制御盤の散水試験

○電動機への接続
総合動作試験 ※実施しない　○実施する○

動
 
 
　
力
　
 
 
設
　
 
 
備 配線用支持架台　※設ける　　○設けない (2.2.15.1)<2.2.16.1>

○進相コンデンサ

○APFC(自動力率調整器)　※設ける　○設けない

○直列リアクトル

受
　
　
変
　
　
電
　
　
設
　
　
備

　工事の接地線の太さは8mm2 以上とする。

鋼製突針支持管 ○一段目の長さは　※4000mm以上　○　　mm以上
鉄骨及び鉄筋

　　　　との接続

※圧着、ねじ締め、ボルト締め　　○溶接
○
○

工事範囲
受電電圧

配電盤形式

※高圧受電(6.6kV)　○特別高圧受電(　　kV)

○高圧スイッチギヤ　（図面番号　　　　　）

認定キュービクル 消防法に基づく登録認定機関による「キュービクル式非常電源専用受電設備」の認定を

受けたものを使用する。

○

設備容量

変圧器
絶縁方式　※油入　○モールド

付属品　　○防振ゴム　○ダイヤル温度計　○移動車輪

○

(2.2.17.3)<2.2.18.3>

(3.1.1.3)(3.1.1.5)(3.1.1.6)

○電圧降下法による接地抵抗測定を行う。

散水試験を行う。試験個数　○全数　○全体の(　　)%
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雷
　
保
　
護
　
設
　
備

<2.2.19.2>

仕様は図示による（図面番号　　　　）

高圧負荷開閉器 ※手動操作式　○電動式○
○絶縁監視装置

○高圧用　○低圧用

基礎
接地の共用

○
○

その他 ○屋外キュービクルのネットフェンス　※本工事　○別途工事

○工事範囲

工事種類○ ○直流電源装置
○交流無停電装置

○簡易形交流無停電装置

機器の仕様○

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

A種接地、C種接地及びD種接地の接地極は共用し、接地抵抗値は10Ω以下とする。

○用途 ○非常用発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.1.1.1)(5.1.1.4)

○ディーゼル

エンジン発電装置

○太陽光発電装置

その他の発電装置 ○発電装置の種類（　　　　　　　　　　）○

○

○

現地負荷試験

基礎

○常用発電設備（※系統連系型　○独立型）　　(5.1.4.1)(5.1.5.1)(5.1.7.1)(5.1.8.1)

仕様は図示による（図面番号　　　　　　）

※本工事(図面番号　　　　)　○既設　○別途工事

○機器の仕様は、図示による。（図面番号　　　　）

○装置の仕様は図示による（図面番号　　）　　　　　　　　　　　(5.1.1.1)(5.1.1.4)

○装置の仕様は図示による（図面番号　　）

○装置の仕様は図示による（図面番号　　）

※本工事(図面番号　　　　)　○既設　○別途工事

○低圧側設置（※乾式）

○高圧側設置（○乾式　○油入）

※6　○13％

発
　
　
電
　
　
設
　
　
備

○電力調整用蓄電池装置
○分散型エネルギーマネジメントシステム　

(3.1.8.3)(3.1.8.5)

○高圧側設置（電極　○SH　○NH）

○PV直流用SPD　※設ける　○設けない　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.1.7.1)

現地負荷試験は監督員の指示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.1.10.1)

絶縁方式　○油入　○乾式（○モールド　○ガス入り）　　　　　　　 　　　(3.1.1.3)

電
力
貯
蔵
設
備

○
○停電作業に伴い、電気主任技術者を立ち会わせること。

○

○

○
○ 〇配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○キュービクル式配電盤

　　（○PF・S形(変圧器容量３００kVA未満)　○CB形）（図面番号　　　　）

○変圧器総容量　550kVA　○高圧電動機総容量　　kW

○電線本数、管路等 分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は

監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

　　機器の重量[kN]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

錠の鍵　※施工者標準　○タキゲンNo.200

耐震施工

　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針
（独立行政法人建築研究所監修）２０１４年版」(独立行政法人建築研究所監修)による。

一般機器

機器

防振支持の機器
水槽類

上層階・　
屋上及び塔屋

機器種別 重要機器 一般機器 重要機器
○特定の施設 ※一般の施設

2.0 1.5 1.5 1.0

2.0

2.0 1.5 1.5 1.0

2.0 2.0 1.5

機器

防振支持の機器
水槽類

中間階

1.5

1.5

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

機器

防振支持の機器

水槽類 1.5 1.0 1.0 0.6
地階・1階

1.0

1.0

0.6

1.0

0.6

1.0

0.4

0.6

（４）建物引込部の耐震処置を行う配管及び建物エキスパンションジョイント部の配線

　　　施設、一般の施設の区分については（１）による。

（３）水平配管、垂直配管の耐震支持については標準仕様書によるものとし、特定の

（２）設計用鉛直地震力

○交換機　○自動火災報知受信機　○中央監視制御装置　○　
○配電盤　○発電装置（防災用）　○直流電源装置　○交流無停電電源装置

重要機器は、次のものを示す。

　　　・水槽類に燃料小出槽を含む。
　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

圧着端子 丸型とする。
呼び線 長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

○長さ1m以上の配線引抜き後の空配管には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

フラッシュ
       プレート

フロアプレート
　　　　　ベース

○ 水平高低調整式(空転防止付リング付、OAフロア部分を除く)
○砲金製　○アルミ製

盤類等 盤類等の仕様は機器表による他、次による。

　銘板等で表示する。

　承諾を受けて変更してもさしつかえない。

<2.2.1.15>

　等を記した銘板を取付ける。

寸法
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盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとなる部分に
ついては監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

　　　は図示による。（図面番号　　　　　）

屋外形

　プルボックス等

屋外形のプルボックス及び屋外に使用する配管支持金物等の雑材料は、SUS製又は溶融

なお、蓋用のネジは屋内外とも六角プラスビスとする。
○天井点検口等 天井点検口の裏側に用途名称を付す。

○配線 電動機への配線のうち、電動機端子箱に直接接続する部分には、金属製可とう電線管を
用意するほか、標準図第2編「電力設備工事」による。ただし、電動機が端子箱を有して

いない場合又は電動機の設置場所が二重天井内の場合は、この限りでない。
（図面番号　　　　）

亜鉛めっき(JIS H 8641に規定するHDZ35相当)とする。

※実施しない　○実施する

  確認する。

工事範囲

LED照明器具
         の規格

LED照明器具の定格消費電力等が標準図とJILで異なる場合、JILの規定を適用する。

照明制御装置 調光下限値、感知時間等システム設定は監督職員の指示による。

防水試験 防爆及び防湿型の照明器具は防水試験を行う。○
照度測定

傾斜天井 ※傾斜天井対応の器具を使用する。

○別途工事により対応する。

○

○非常用照明 ○電源内蔵形○電源別置形

非常用照明は、床面において水平面照度で２lx以上を確保する。

フロアコンセント○
スイッチ 大角ネーム付とする。換気扇用スイッチは確認表示灯付とする。

コンセントプレートの指定箇所に回路名称(回路番号)を付す。コンセント
       プレート

分電盤・ＯＡ盤

　　　・実験盤

(2.1.6.3)

一般照明の照度測定を行う。

○引き出し形　○飛び出し形　○内部固定形　○外部固定形　○OAフロア用

○統合照明制御　仕様は図示による（図面番号　　　　　）

総合試運転調整 <1.1.5.5>

電
　
　
　
　
灯
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

ハンドル　○施錠・解錠状態表示付

(2.2.1.13)<2.2.1.14>

　測定結果はJIS Z 9110およびJIS Z 9127の推奨照度の照度以上であることを

（１）設計用水平地震力

○

○

○

○

○ ○金属製(ステンレス、新金属も含む)    ○樹脂製

総合動作試験 ※実施しない　○実施する <2.2.19.2>

　照明の改修時は照度及び回路電流値の測定を行う。(2.2.18.2)〈2.2.1.1〉〈2.2.19.2〉

埋め込み配管等の探査

を薬液等により湿潤し、手ばつりにより除去する。

箇所の配管貫通部等については、関係法令の作業基準に従い、除去する石綿含有仕上塗材
とし、復旧はモルタル補修とする。梁貫通は不可。また、石綿含有仕上げ塗材がある

既存のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッタ－はつり

<1.2.11.1>

○

　風速（○30　○32　○34）　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）

風圧力に対する性能（建築基準法に定められた風速及び地表面粗度区分）

○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　○
○受雷部システム及び引下げ導線システム　○太陽光発電装置　○風力発電装置　

なお、検討(計算)範囲は、それぞれの取付部分を含むものとする。

建築基準法に定めるところによる風圧力(耐風力)検討(計算)書を監督職員に提出する。風圧力の検討
最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原則とする。最上階の埋込配管○

露出(雨線内・雨線外共)部分で明示無き場合は、鋼製電線管とする。
する。なお、鋼製電線管を使用する場合は、電線の収容本数を考慮する。また、屋外

図面上合成樹脂性可とう管(以下PF管という)であっても、露出部分は鋼製電線管で施工電線管

による。

確認強度　(一社)日本建築あと施工アンカー協会によるあと施工アンカー基準試験法

電動ドリル等の刃が鉄筋、金属配管等に接触した場合に、自動で電動工具の電源を遮断
する装置を使用すること。

試験の箇所数は建築改修標準仕様書による。　　　　　　　　　　　　　【8.12.7】

あと施工アンカー

○

(1.2.2.7)<1.2.8.1>

　　隠ぺい部　　※塗装しない　

亜鉛めっきが施された機材

　　隠ぺい部　　※塗装しない　
さび止め塗装が施された金属製プルボックス等の機材

塗装の色合等は監督員と協議する。現場で行う塗装

　スランプ　　　※１８ｃｍ以下　　　　 ○

土工事

　※根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。
　○山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

　　民間受入施設に搬出

埋戻土 山砂の類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。

地中埋設標
標識シート 全ての地中管路に標識シート(2倍長)を設ける。

地面（舗装がある場合は舗装下面）と埋設管天端との中間に敷設すること

砂利地業
○ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。

　設計基準強度　※１８Ｎ/ｍ㎡以上　　　○

(1.2.2.1)

(1.2.4.1)

<1.2.3.1>

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は、管及び被覆樹脂を傷めぬよう

少量(１m3以内）の場合は、配合計画書により強度試験を省略することが出来る。

　※公的な受入施設又は県土マネジメント部が建設発生土の受入施設として登録している

機器取付高さ 図面に特記なき場合は、別添（機器取付高さ）による。

　○構内指示の場所に敷きならし（図面番号　　　　　　　　）

(1.2.2.1)<1.2.3.1>

<1.2.5.1>

地中埋設管の

○残土処分

○地中埋設管を除き､埋め戻し及び盛土は､○

○

○
○

○再生砕石　　○○

○

　　屋内露出部　○図示による。（図面番号　　　　　）　○塗装しない　○塗装する
　　屋外露出部　○図示による。（図面番号　　　　　）　○塗装しない　○塗装する

　　屋内露出部　○図示による。（図面番号　　　　　）　○塗装しない　○塗装する

　　屋外露出部　○図示による。（図面番号　　　　　）　○塗装しない　○塗装する

仮
　
　
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
事

○

工事用仮設物

○仮囲い等

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

監督員事務所○

　　　　　
足場等

○仮設間仕切り

騒音・粉じん
等の対策

○防音パネル

○防音シート

構内につくることが　※できる　　○できない

種　　類 設置場所
○万能塀

○フェンスバリケード

○キャスターゲート

○

○

○

○高さ2.0m

○高さ3.0m

○高さ1.8m
○3m　　○6m
○1.8m　○

幅
高さ

部　位
床
内壁・天井

仕　　　　　様

○
○※合板張り又はビニルシート張り

※合板張り又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り＋塗装

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装屋根
○

位置

監督員事務所の備品等

○設ける

　○既存建物内の一部を使用する

○構内に新設する
　規模　○10㎡程度※20㎡程度○30㎡程度○65㎡程度○100㎡程度

仕上げの程度

　○設ける（種類及び数量は監督職員の指示による）
　○設けない

防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置　○

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」
（厚生労働省　令和5年12月）によることとし、足場の組立て、解体又は変更の[

作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」の2の(1)
手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行うこと。

※別契約の関係受注者が定説したものは、無償で使用できる。

○設ける
仮設間仕切りの種類

※Ｃ種

○Ｂ種
○Ａ種

種別
シート張り

○合板張り（厚さ　○9.0　○　　　）
○せっこうボード張り（厚さ　○9.5　○　　　）

材質 片面への塗装

○行う

仮設扉の種別　※木製扉、合板張り程度　○

　設置場所　○

　設置場所　○

［ 2. 1. 3］

［2.2.1］

［2.3.2］［表2.3.1］

［2.3.2］

［2.3.2］

一級建築士 No.166262NON(A2)

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事 阪　口　龍　平2026.03.16

電気設備特記仕様書２ E-02

●

●

●

●

●

●
●盤内配線は原則としてエコ電線とする。
●工事番号・工事名称・施工年月・受注者・施工者（受注者と同一でない場合）を

●図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとなる部分については監督職員の

●機器の取替及び改造を行った場合、取替日、受注者名、施工者名、能力及び回路名称

● ●配管　●配線　●機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

●

●

令和７年版　　Ｖｅｒ．1.1

図示による。（図面番号　　　）

埋め込み配管等の探査（○行わない　●金属探知機により行う）

性能確認試験　○行う（図面番号　　　　）　●行わない

●

施工後確認試験　○行う（図面番号　　　　）　●行わない

●

●

●

●

●個別照明制御　センサー設定器を　4個付属すること

●

●

ＳＰＤ　○設置する　●設置しない

仕様は図示による（図面番号　Eー０４　）

   （●金属探知機により行う　○放射線透過検査（図面番号　Eー０４　　））



（令和６年２月版）による工法の作業手順に従い、施工すること。

　※建築物等の解体に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散防止徹底マニュアル

建築設備に使用されている石綿含有材の処理

構造、寸法は　※標準図による。　○図示による。（図面番号　　　）

ハンドホール

マンホール及び

蓋の用途表示は　○奈良県通信　○　　　　　　とする。

○

埋設深さ　図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)-600mm以下とする。

管
理
設
備

配管○工事範囲 ○ ○配線 ○ ○機器移設 ○

○工事範囲

○

○

○

○

○

○

○

○

構
内
情
報

通
信
網
設
備

構
内

交
換
設
備

配管工事範囲 ○ ○配線 ○ ○機器移設 ○○

マルチサイン

出退表示設備

時刻表示装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図面番号　　　　）

時刻同期装置

太陽光電池式

ポール形屋外時計

情
報
表
示
装
置

○工事範囲

機器仕様

映
像

音
響
設
備

工事範囲

機器仕様

○

管
制
設
備

事前調査

誘
導
支
援
設
備

○

○

工事範囲

音声誘導装置

インターホン

トイレ等呼出装置

受付呼出装置

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○工事範囲

UHFアンテナ ※UHF（全帯域用）　○UHF（　　　帯域用）

アンテナマスト 取付方法　○壁面取付形　○自立形

材質　※溶融亜鉛めっき　○ステンレス

受信調査 アンテナ取付け予定位置及びその周辺で端子電圧、振幅周波数特性、

等価C/N値、ビット誤り率、受像画質を測定及び調査する。

その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

テ
 
レ
 
ビ
 
共
 
同
 
受
 
信
 
設
 
備

○工事範囲

○合成樹脂製　○アルミダイキャスト製　○鋳鉄製　○鋼板製屋外形機器収納箱

調査箇所数　　　　箇所

建物建築前に路上で端子電圧、振幅周波数特性、等価C/N値、ビット誤り率、

○工事範囲

機器仕様

○工事範囲

機器仕様

駐
車
場

○工事範囲

防犯設備

入退室管理制御装置

防
犯
・
入
退
出

設
備

○工事範囲

自動火災報知設備

地区警報装置

自動閉鎖設備

非常警報装置

ガス漏れ火災警報

設備

テ

レ

ビ

電

波

障

害

　

　

　

防

除

設

備

拡
　
声
　
設
　
備

○工事種類

○放送設備の兼用

○非常放送設備　○一般放送設備

非常放送設備を一般放送設備と兼用する。

○BS･CSアンテナ

受像画質を測定及び調査する。

○通信用SPD ○設置する（カテゴリ○C2　○D1）　○設置しない

○通信用SPD ○設置する（カテゴリ○C2　○D1）　○設置しない

○通信用SPD ○設置する（カテゴリ○C2　○D1）　○設置しない

○ 用途　　　　　　○架空引込用(PAS)　○地中引込用(UAS)

内蔵機器　　　　避雷器　　　　　　　○要　　　○不要

　　　　　　　　制御電源用変圧器　　○要　　　○不要

ＳＯＧ制御装置　○引込柱設置（ステンレス鋼板製収納箱・鍵付き）

　　　　　　　　○キュービクル設置

高圧引込用気中
負荷開閉器

○通信用SPD ○設置する（カテゴリ○C2　○D1）　○設置しない

○R型及び自動試験

機能付きのP型

受信機

○

○

○

○工事範囲

警報盤

簡易型監視制御装置

○

○

工事範囲

○地中埋設式　○架空線式

埋設深さ　図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)

　　　　　-600mm以下とする。

○設置する（カテゴリ○C2　○D1）　○設置しない○通信用SPD

監視制御装置

中
央
監
視
制
御
設
備

火
　
　
災
　
　
報
　
　
知
　
　
設
　
　
備

構
内
配
電
線
路

監
視
カ
メ
ラ

○BS・１１０°CS　○CS

構造　　　　　　○鋼板製　　○ステンレス鋼板製

構
　
　
　
内
　
　
　
配
　
　
　
電
　
　
　
線
　
　
　
路

ふ設方法

機器取付 取り外し再取付

機器取付 取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

（調査チャンネルは図示による（図面番号　　　　））

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

図示による（図面番号　　　　）

時刻補正機能を有するものとし、時刻補正の方式は、図示による（図面番号　　　　）

親時計は、時刻補正機能を有するものとし、時刻補正の方式は、図示による

点灯時間及び不日照時の点灯保証日数は、図示による（図面番号　　　）

時刻補正の方式は、図示による（図面番号　　　）

（測定チャンネルは図示による（図面番号　　　））

○感知器等の増設や変更等に伴う設定は図示による（図面番号　　　　）

高圧ケーブル、

○

○

○

余長 高圧ケーブルは、マンホール、ハンドホールまたはキュービクル内等の１ヶ所で

約３ｍの余長をとる。

外灯 用途　　　　　○一般用　○景観照明用

照明用ポール　表面仕上げ　○溶融亜鉛めっき　○

　　　　　　　塗装　　　　○標準色　○指定色

　　　　　　　接地　　　　○各ポール毎に接地を施す　○

　　　　　　　開閉器　　　○配線用遮断器（引き外し装置なし）

　　　　　　　　　　　　　○カットアウトスイッチ（素通しヒューズ）

○

○

工事範囲

ふ設方法 ○地中埋設式　○架空線式構
内
通
信
線
路

がいし、端末処理

屋外で高圧ケーブル相互の接続または端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策を施す。

蓋の用途表示は　○奈良県高圧　○奈良県電気　○　　　　　　とする。

○

○

自立開閉器　基礎 ※本工事　○既設　○別途工事　

ケーブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略しても良い。

マンホール及び

ハンドホール

ケーブル支持材　※設ける

強電弱電用セパレート　○設ける

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

基礎　　　　　※本工事（図面番号　　　）　○既設　○別途工事

構造、寸法は　※標準図による。　○図示による。（図面番号　　　）

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［9.1.6］

汚泥として処理が必要な場合　○（　　　　　）

　※隔離養生　○（　　　　）

　※湿潤化　○（　　　　）

（養生シート等で作業場所の隔離養生（負圧不要）を行う）　○高圧水洗や剥離剤を用いる。

一般事項

環
　
　
　
　
　
境
　
　
　
　
　
配
　
　
　
　
　
慮
　
　
　
　
　
改
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事
　
　
　

除却後の仕上げ工事　○図示（図面番号　　　　　　　）　　　　　　　　　　［9.1.1］

石綿粉じん濃度測定　○行う　測定対象工事（　　　　　　）　○行わない

　

共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

特別管理産業廃

※適用する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［9.1.2］

○施工区画周辺又は敷地境界

○処理作業室内

○施工区画内周辺又は敷地境界

○集じん・排気装置の排出口

○セキュリティーゾーン入口

○処理作業室内

○施工区画周辺又は敷地境界

○処理作業室内

合　計

計

　　　室

　　　室

　　　室

　　　室

　　　室

　　　室

　　　室

　　　室

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

　　　点

測定点

（隔離ｼｰﾄ撤去前）

処理作業後

処理作業中

（処理作業室外の場合）

測定場所測定時期

処理作業前

○測定方法　※位相差顕微鏡法

石綿作業主任者

いては奈良市保健・環境検査課）への届出は不要）

仕上塗材除去に関して、労働基準監督署及び奈良県景観環境総合センター（奈良市にお

※事前調査結果、作業内容を公衆及び労働者に見やすい場所に掲示すること（石綿含有表示及び掲示

※仕上表及び図面の建材表示の前に▲を付したもの

※石綿含有の有無は、目視及び設計図書等によるものである。

石綿含有材及び

　※湿潤化　○固形化　保管場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○埋立処分（管理型最終処分場）　○中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　○切断又は粉砕して除去（負圧隔離養生を行う）

　○手ばらし（養生シート等を用いて隔離養生（負圧不要）を行う）

　○埋立処分（管理型最終処分場）　○中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　※湿潤化　　○固形化　　　保管場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

除去した石綿含有保温材等の処分

除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　［9.1.1］［9.1.4］

除去した石綿含有吹付け材の処分

※負圧隔離養生を行う　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　［9.1.1］［9.1.3］

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

除去工法

※湿潤化のうえ、原形のまま、手ばらし

除去した石綿含有成形板の処分

　※石綿含有せっこうボードは管理型最終処分場で埋立処分する

除去工法 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［9.1.5］

　※除去工法（（一財）日本建築総合試験所（GBRC）同等の建築技術性能証明書（写）添付）

　※除去工法（(一財)日本建築センター（BCJ）の審査証明 (写)添付）

保管場所　（　　　　　　　　）

　○切断、粉砕等（養生シート等を用いて作業場所の周辺の養生を行う）　○（　　　）

　　○封じ込め処理（　　　　　　　　　　）　○囲い込み処理（　　　　　　　　　）

○

け材の除去

○

○○石綿含有成形

板等の除去

石綿含有保温

材等の除去

※上記以外（○埋立処分　　○中間処理）

石綿含有吹付

棄物の箇所

石
　
　
　
綿
　
　
　
含
　
　
　
有
　
　
　
建
　
　
　
材

石綿含有仕上
塗材の除去

ダイオキシン類のサンプリング調査

　ＰＣＢ含有シーリング　○行う（分析箇所：　箇所）　　　　○行わない

　○行う（調査箇所：　箇所）　○行わない

　微量ＰＣＢ　　　　　　○行う（分析箇所：　箇所）　　　　○行わない

分析調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［5.4.1］一般事項

令和７年版　　Ｖｅｒ．1.1

石
　
綿
　
含
　
有
　
建
　
材

施工計画調査

使用状況調査　（製造所名、製造年、型式、種類、数量等）

処分条件調査　（収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理施設等）

○

調査結果報告書の提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.2]

特別管理産業廃

棄物管理責任者

※適用する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［9.1.2］

特別管理産業廃棄物

種 　　類

○廃石綿等

○PCBを含む機器類

○

○廃酸／廃アルカリ

○廃油 ○

保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）

製造業者又は専門業者（回収委託）

保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）

保管容器は別図による。　（図面番号　　　　）

処　分（　処　理　）　方　法

改修工事標準仕様書9章1節[石綿含有建材の除去工事]による。

PCB含有シーリング材

焼却処分 ○中間処理施設再生処理　　

○中和処理 　○焼却処分　　○中間処理施設再生処理

○ダイオキシン類 解体方法（　　　　　　）　処分方法（　　　　　　）

　※調査結果を書面で監督員に報告する。

分析調査　　○行う　　○行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［7.1.3］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［7.3.1］

種 　　類

○

○

○

○

○

処　分（　処　理　方　法　）

フロン

ハロン

○イオン化式感知器

六ふっ化硫黄(SF6)ガス

ＰＦＯＳ

特定化学物質

○特別産業廃棄物等リスト

　※製造業者（処理委託）

　※設備設置業者（処理委託）

　※登録回収業者（回収委託）　

　※処理業者（処理委託）

　別図による（図面番号　　　　　　　　）

　※製造業者等（処理委託）

　※処理業者（処理委託）

○

○施工計画調査

○

特別管理産業
廃棄の処分等

特別な建設副
産物の処分等

電灯動力共通 引込用計器

 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心

 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 鏡上端～下端
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心

 天井下～上端
 床上～下端

 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心
 床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～下端
  床上～呼出釦
  床上～下端
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～上端

機器取付高さ ※取付高さは標準であり、監督職員の承諾を受けて変更してもよい。

電        灯

名  称 測  点 取付高(mm)

動        力

構内情報通信網

構  内  交  換

拡        声

情  報  表  示

誘  導  支  援

テレビ共同受信

火  災  報  知

引込開閉器
分電盤
スイッチ(一般)

スイッチ(自動扉用)
コンセント(一般)
コンセント(和室)
コンセント(台上)
コンセント(車椅子用)
コンセント(機械室・車庫)
ブラケット(一般)
ブラケット(踊場)
ブラケット(鏡上)
壁掛形制御盤
手元開閉器
操作スイッチ
壁付アウトレット（一般）
壁付アウトレット（和室）
端子盤(室内)
集合保安器箱
壁付アウトレット(一般)
壁付アウトレット(和室)
掛電話機
表示盤
壁付発信機
ベル・ブザ－・チャイム
壁掛形親時計
子時計
壁掛形スピ－カ

テレビインタ－ホン(親機)
壁付アッテネ－タ

テレビインタ－ホン(子機)
外部受付用インターホン(親機)
外部受付用インターホン(子機)
外部受付用インターホン(呼出ボタン)
壁付押しボタン（ひも付）
(トイレ等呼出)
壁付握りボタン(トイレ等呼出)
壁付呼出表示灯（トイレ等呼出）
壁付復帰ボタン（トイレ等呼出）
壁付インタ－ホン(一般)
壁付アウトレット(一般)
壁付アウトレット(和室)
機器収容箱
直列ユニット(一般)
直列ユニット(和室)
受信機・副受信機
機器収容箱
発信機
ベル
表示灯
液化石油ガス用検知器

 地上～窓中心

  便器座面～中心

  天井下～上端

  １，８００～２，０００
  １，８００～２，２００
  １，５００
  １，３００
  １，１００
  １，７００
  ３００
  １５０
  １５０～３００
  ９００
  ８００～１，３００

  ２，０００～２，５００
  ５０

  ２，１００～２，３００

  １，５００
  １，５００
  １，３００
  ３００
  １５０
  ３００
  ２００
  １，３００
  １５０
  １，３００
  ２，３００
  １，３００
  ２，３００
  １，５００
  ２，３００
  ２，３００
  １，３００
  １，３００
  １，３００
  １，３００
  １，０００
  ６００以下
  ４００～５５０
  ４００
  １，１００以下
　(天井高)×０．９

  １，３００
  １，３００

  １，３００
  １５０
  ２００
  ３００
  １５０
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ２，３００
  ２，１００
  ３００

 地上～中心

 台上～中心

スイッチ(多機能トイレ)

特
　
別
　
管
　
理
　
産
　
業
　
廃
　
棄
　
物
　
の
　
処
　
理

環
　
　
　
　
　
境
　
　
　
　
　
配
　
　
　
　
　
慮
　
　
　
　
　
改
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

● ○配管　●配線　●機器取付　○機器移設　○取り外し再取付

●

図示による（図面番号　E-０７　）

●

　●行う　　○行わない

●

●

●

●

　●手ばらし

除去した石綿含有仕上げ塗材の固形化　　○行う　　　●行わない

除去した石綿含有仕上げ塗材の処分　●埋立処分　　○中間処理

●

● 特別管理産業廃棄物等の調査は次による　（適用範囲：　照明器具　）

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事
NON(A2)

2026.03.16

一級建築士 No.166262

阪　口　龍　平

電気設備特記仕様書３ E-0３
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一級建築士 No.1662621:50(A2)

改修図

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事
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L-1

スッキリポール(既設)
引込開閉器盤(既設)
主幹ブレーカー30A(新設)

関電低圧引込ケーブル

関電柱：ジゴウ69S1へ

CV5.5sq-4C(1E)

AC100V 1φ2W　
MCCB 2P20A

AC100V 1φ2W　
MCCB 2P20A

AC100V 1φ2W　
MCCB 2P20A

101

301

302

電　灯

休憩所コンセント

トイレ呼出電源

AC100V 1φ3W　
MCCB 2P30A

配線
※注記

CV5.5sq-4C(1E) 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモール)

S-1より

スッキリポール　残置
「S-1」　引込開閉器盤　清掃の上既設流用　※主幹ブレーカー(MCCB 2P50AF30AT)のみ新設
「L-1」　電灯分電盤

L-1

ステンレスボックス

IV5.5sq(ED)

改修 幹線設備図 E-4

関電低圧引込ケーブル

関電柱：ジゴウ69S1へ

MB

MA(メタルモールA種)・MB(メタルモールB種)

壁貫通50φ
▲

▲ 石綿含有建材を示す（外壁）
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一級建築士 No.1662621:50(A2)

改修図

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事

展開表示

イ

ロ

ハ

ニ

スロープ（1/8）

1 2 3

B

A

B

1 2 3

A

ア
ル

ミ
製

手
摺

2026.03.15

▽

スロープ（1/10）

ス
ロ

ー
プ

（
1/

10
）

女子便所

SK

道具入

男子便所

ペ
ー

パ
ー

自
販

機
(H

15
00

)

WD
-
1

おむつ交換台

休憩所

通路

97

8,200

910 1,820 720 1,100 910 1,820 920 900

85 875 140 95 1,630 95

4,550 3,650

910 1,540 2,100 2,730 920

150 2,485 95

9
00

12
0

900 120120

1
,6

50
1
,7

25
1,

65
0

8
70

6
40

1,
25

5
33

5
6
40

1,
28

5

2
,
76

5
2
,2

60

1,000

900 120

97 50

97
97

9797

3
00

50
0

1
20

120

12
0

120

30
0

3
00 1

20

L-1

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ
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Ｓ

Ｓ

A

B

B

A

B

A

A B

B

A41

A41 A41

A41

A41

A41

B21

B21

B41

101

配線
※注記

「A41」40形トラフ型ベースライト(防雨・防湿・耐塩型) : 三菱 MY-EL425530/N AHTN

VVF1.6-3C(1E) 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)
VVF2.0-3C(1E) 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)
VVF2.0-2Cx2 　露出配線(垂木ステップル止め)

露出ボックス

「B21」LEDウォ―ルライト(人センサ付・防雨型)　　： パナソニック NNFS21811CLE9
Ｓ A
BＳ 熱線センサ付自動スイッチ(子器) + 露出取付カバー ： パナソニック WTK2910K + WTK2091

熱線センサ付自動スイッチ(親器) + 露出取付カバー ： パナソニック WTK24818 + WTK2091

「B41」LEDウォ―ルライト(人センサ付・防雨型)　　： パナソニック NNFS41811CLE9

三菱 MY-EL425530/N AHTN

My40形2500固定 トラフWP SUS

Myシリーズ 昼白色(5000K) Ra83

電圧100～ 242V

段調光機能付

本体:ステンレス鋼板・白色仕上

光束維持時間:40000時間

器具光束:2500lm 定格消費電力:16.7W 消費効率:149.7lm/W

パナソニック　ＮＮＦＳ２１８１１ＣＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束１４７０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

パナソニック　ＮＮＦＳ４１８１１ＣＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　４０形

A41

B41

B21

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束２９８０ｌｍ、消費電力２７Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

改修 電灯設備図 E-5

※注記
配線

A41

A41

MA

MA

MA

MA

壁貫通50φ
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WP

2EET

2

VVF2.0-3C(1E) 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)

露出ボックス
アウトレットボックス

防水コンセント(既設ベンチレータ―電源)WP

2
2EET 埋込コンセント 2P15A×2+EET　鍵付きガードプレート(WN7973K) : FL+300

埋込コンセント 2P15A×2　　　鍵付きガードプレート(WN7973K) : FL+300

配線
※注記

VVF2.0-2C 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)

改修 コンセント設備図 E-6

Ｎ
Ｃ

301

302

MA(メタルモールA種)・MB(メタルモールB種)

MA

MA

MA

モールボックス

MA
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一級建築士 No.1662621:50(A2)

改修図
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AE0.9-2C　 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)配線
※注記

AE0.9-4C　 露出配線(垂木ステップル止め)・壁立下げ(メタルモールA種)

ＮＣ

Ｎ

トイレ呼出表示器(3窓用)　アイホン「CBN-3E」 : FL+1500芯
呼出ボタン(ひも付)　アイホン「NBR-7HEA-TC110」 : FL+800
ブザー付廊下灯　　　アイホン「NR-BZLB27」 : FL+2200
復旧ボタン　　　　　アイホン「NBR-2A-C」 : FL+1300

E-7改修 誘導支援設備図

MA

MA
MA

MA
MA

MA

MA

モールボックス

MA(メタルモールA種)・MB(メタルモールB種)



阪　口　龍　平

一級建築士 No.1662621:50(A2)

現況 電気設備　撤去図

現況図

丹生川上園地（公衆トイレ）改修工事
2026.03.16
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関電柱：ジゴウ69S1へ

関電低圧引込ケーブル

スッキリポール(残置)
引込開閉器盤(残置)
主幹ブレーカー30A(撤去)

CV5.5-3C

WPAS

AS 自動点滅器
露出ボックス
露出ボックス
電灯分電盤(Ｌ－１)
引込開閉器盤(Ｓ－１)
スッキリポール

※注記
照明器具40W
照明器具20W

コンセント
照明器具20W

撤去
撤去

撤去
撤去
撤去
撤去
撤去
残置
残置

撤去

40W　撤去

L-1(撤去)40W　撤去

40W　撤去

40W　撤去20W　撤去

20W　撤去

20W　撤去20W　撤去

20W　撤去

自動点滅器　撤去


